
様式２ 

      倫理・利益相反審査申請者用チェックリスト 
                  

 申請者名（                  ）

   
＊各項目を確認後、チェック欄にレを記す。 

 

項目 チェック 
研究デザインに関する項目（研究計画書も添付のこと）   
 １．研究の目的・意義・対象・方法・内容が記載されているか。 ☐ 
 ２．研究の実施場所・期間が記載されているか。 ☐ 
 ３．研究対象者の選定基準は具体的かつ適切か。 ☐ 
 ４．研究成果の公表について記載されているか。 ☐ 
 ５．個人情報は個人が特定されないよう適切に処理され、厳重に管理されているか。 ☐ 
 ６．個人情報は本来の目的以外に使用されていないか。 ☐ 
 ７．研究期間は5年以内で記載されているか。（審査対象は5年以内） □ 
インフォームド・コンセントに関する項目 

 

 １．インフォームド・コンセントを得るための手続きが明確に記載され、適切か。 ☐ 
 ２．インフォームド・コンセントを得るための説明文書と同意書が作成され、適切か。 ☐ 
 ３．インフォームド・コンセントを受けることが困難な者を対象者とする場合、代諾

者の選定方針が明確に記載され、適切か。 
☐ 

 ４．研究への参加は研究対象者の自由意思に基づくものであることが記載されている 
か。 

☐ 

 ５．研究対象者の意思によりいつでも参加を拒否・辞退できることが記載されている 
か。 

☐ 

 ６．研究への参加を断っても不利益を受けないことが記載されているか。 ☐ 
 ７．研究対象者からの質問への対応と連絡先が記載されているか。 ☐ 
 ８．事前に説明することができない場合、または文書による同意を得られない場合の

理由については、申請書で説明しているか。 
☐ 

利益とリスクに関する項目 
 

 １．研究に参加することにより期待される利益が特定され、適切な評価のもとに記載

されているか。 
☐ 

 ２．研究に参加することにより予測されるリスクとその対応が記載されているか。 ☐ 
 ３．研究対象者の身体的、心理的、社会的な不利益、リスク等を最小にする配慮を講 

じているか。 
☐ 

 ４．金銭の支払い、贈答品など、対象者を勧誘する事柄の説明が適切な評価のものと 
に記載されているか。 

☐ 

研究の公平性に関する項目 
 

 １．研究を行うにあたって資金源は明確に記載されているか。 ☐ 
 ２．研究資金を受けている組織と研究者との関係が記載されているか。 ☐ 
 ３．研究対象者と研究代表者や研究に携わる関係者等との間に利害関係が生じる可能

性がある場合は、それに対する配慮を講じているか。 
☐ 

 
 
 


